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　　 ☎　０２３８－８７－１８２２（直通）

 立春の候、春の訪れまで、まだ日があるようですが、皆様お元気でお過ごしの事と存じます。２月３日は節分でし
たね。豆まきはしましたか。日中の時間帯が長くなり、天気が良い日は春の足音が聞こえてくるようです。長い冬は
もう少しで終わりに近づいています。オミクロン株のコロナが猛威を奮っています。感染対策には充分ご留意くださ
い。 

             絵手紙教室を行いました！ 
 
  

１月２５日（火）、吉野先生を講師にお迎えし、絵手紙教室を開催 

しました。今回で4回目の教室になります。 

 先生から簡単に絵手紙を描く手順をお聞きしました。 

1、画材を見て細字用水性ペンではがきに直接輪郭を描きます。 

2、それに顔彩で色付けします。（最初は薄く、影の部分は濃く） 

3、何でもいいので字（言葉）を添えます。 
4、落款を押したら、完成です。 

5、完成したら大事にしまっておかないで、誰でもいいので必ず 
   出すことが必須。 

 
 4回目なので、皆さんすらすらと書き上げ、1時間30分の間に3枚～ 

4枚が完成していました。「やっと、友達に出せる作品ができた。」 
「私も、出せるような気がする。」などの会話をしていると、先生から 

「これは素晴らしい！」と褒めてもらえた作品もありました。 
 4回目にして、続けていれば自分のものに出来るということが解り、 

納得できた交流会になりました。  
 「家に帰ったら、誰でもいいので出そうね。」と約束をして、 

終了しました。 
  

 
        
       
  
 
  

 

 
 ２月冬の交流会（もち会）につい
てのお知らせ 
 

 毎年、２月に開催している「冬の交流会（もち会）」です

が、新型コロナウイルスの収束が見えず、県内でも感染

者が急増しているため、感染防止の観点から中止するこ

とに致しました。３年続けて中止になるのは残念ですが、

皆さんが安心して参加できる時に開催したいと思います。 

 交流会の代わりとして、今月下旬にお餅とちょっとした

プレゼントを皆さんのお宅にお届けします。 

  ２月８日の訪問時に右記の餅のうち、希望するものを

お聞きしますので、よろしくお願いいたします。訪問時、

留守世帯には、後日、電話でお聞きします。 

 
  

 餅の種類 
 
   ◯ 三色餅（じんだん・あんこ・納豆）とみそ餅 

      のセット  

   ◯ 杵つき餅（白餅）とみそ餅のセット 

 

                        になります。 

 

 ※お届けする日にち：２月２２日（火） 
   お昼に食べられるようにお届けします。なお、お届 

  け時間に希望がある方は申し出てください。 
  



あとがき・・・ 
 だんだん陽が延びてきて、春が近づいてきていると
感じます。暖かな日差しが待ち遠しくなりますね。花粉
も飛ぶ季節になると思いますが、楽しみにして待ちま
しょう。 

2/12 土
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16時

旧長井小学
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10時～
16時

旧長井小学
校第一校舎

どなた
でも
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～

2000
円

3/12 土
9時30
分～
正午

生涯学習プラ
ザ大研修室

どなた
でも 無料

第3回市史編さん
「歴史講座」

・近世における村落の生活
について～地方文書を中心
に～
・日清・日露戦争と長井の
ひとびと

定員30人
(要申込)
申込締切
3/9(水)
観光文化交流
課
☎82-8017

参加費 問合せ・申込

　　　２・３月各種イベント情報（詳しくは市報をご覧ください。）

齋藤　直樹
☎090－6226
－3997

申込不要
旧長井小学校
第一校舎
☎87-1802

対象期日 会場

ながいクラフト
ワークショップ

「けん玉ペイント」や、「長井紬の
サシェ(香袋)」「オリジナルレザー
バングル」など、想い出の品やお
土産づくりを体験できるワーク
ショップを開催します。

時間 催　し 内容

長井バイカモン
けん玉クリニック

今月第2土曜日に開催。
福祉けん玉を使って、脳と身体を
イキイキさせましょう。

原子力損害賠償紛争解決センター 

（ＡＤＲセンター）からのお知らせ 

 
 令和４年３月１０日で原発事故から１１年が過ぎようと

しております。損害賠償について、まだ話合いをしてい

ない方も、話合い中の方も、東京電力と合意して賠償金

を受け取られた方も、どなたでも申立てすることができ

ます。 

  （例えば） 

〇自主避難の方で、二重生活に要した面会交通費、増

加した生活費など未だ申立てをしていない方。 

〇東京電力からの損害賠償に不満がある方。 

〇東京電力へ損害賠償すべき損害がまだある方。 
 

 時効はありませんので、現在も受け付け 

ております。右記までお気軽にお問合せく 

ださい。 

 
 

ＡＤＲってどんな手続き？ 
ＡＤＲとは訴訟手続きによらない紛争解決方法の事で
す。 
裁判所に行かなくても、法律上の争いごとが解決でき
る手続きのことです。 
・申立ての書面（和解仲介手続き申立書）はご自身で
簡単に作成できます。 
・弁護士に依頼しなくてもご自身でも申立てができま
す。 
・詳しい証拠資料がなくても申立てを受け付けます。 
・原則非公開の手続きですので、周囲に知られずに申
立てができます。 
 ＡＤＲセンターでは賠償金額を改めて算定し直します。 
 
 信頼できる検事、弁護士が対応します。 

 まずは、下記までお気軽にお電話ください。 
 お問合せ先：文部科学省原子力損害賠償紛争解決
センター（ADRセンター） 

☎ ０１２０－３７７－１５５ 

（平日１０時～１７時） 


